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放送　Ｅデし毎週月曜日
　　　　午後9:30-9:55

再放送総合　翌日火曜日
　　　　午前10:15･10:40

　　　　Eテし翌週月曜日
　　　　午前11:30･11:55
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楷
書
の
「
永
」
を
臨
書
す
る

永字八法とは
II中国法書道

二玄社より

　
楷
書
は
行
書
や
草
書
に
比
べ
、
点
画

が
明
確
で
読
み
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

今
回
は
、
順
良
卿
の
『
多
宝
塔
碑
』
（
楷

胞
‥
の
拓
本
。
3
8
ペ
ー
ジ
参
照
）
か
ら

「
永
」
、
「
千
福
」
の
順
に
文
字
を
臨
書

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
楷
書
の
基
本
線
、
横
雨
と
縦

両
を
練
習
し
ま
す
。
Ｋ
コ
ー
ド
で
書
き

方
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
な
が
ら
書
き

進
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
「
永
」
に
は
、
点
や
横
両
、
縦
画
、
は

ねｌさ

'?れ

は
ら
い
な
ど
、
基
本
点
画
が
集
約

て
い
ま
す
。
書
の
世
界
に
は
「
永

字

ﾉり

決

と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
が

厳
密
な
解
釈
は
難
し
い
の
で
、
こ
こ
で

は
筆
運
び
に
儒
れ
る
つ
も
り
で
取
り
組

み
ま
し
ょ
ｙ

楷書の基本点画の用筆法を説いたも

の。中国の後漢時代から伝わるとさ

れている。それぞれの点画には呼称

があり（下を参照）、例えば側（､痘

のこと）は「鳥が身を翻しながら急

降下するように勢いよく斜めから打

ち込む」といった意味を持つ。

匁こ二側

傑
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「
永
」
を
書
く
①
ふ

・コード一一…
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｢点は1点じやない｣
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点

Ｊ
、
横
雨・コード゛‥…･

｢転析､方向転換の要｣

一
一
・
。
「

１

Ｏ
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β

横画から縦画へ

｜

　
い
よ
い
よ
Ｔ
水
」
を
臨
書
し
ま
す
。

一
両
目
の
点
か
ら
以
後
の
右
払
い
を
書

く
ま
で
に
、
わ
か
り
や
す
い
よ
う
点
画

で
区
切
り
な
が
ら
、
書
き
方
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　
点
は
「
穂
先
を
入
れ
て
す
ぐ
に
離
す

だ
け
」
と
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
で
は
書
に
お
け
る
点
を
書
い
た
こ

と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
点
を
書
く
に
は

い
く
つ
か
の
筆
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
ポ
イ
ン
ト
は
転
折
（
こ
こ
で
は

横
内
か
ら
縦
両
へ
、
穂
を
紙
か
ら
離
す

こ
と
な
く
移
行
す
る
筒
所
）
。
転
折
に

さ
し
か
か
る
前
に
、
筆
を
持
ち
卜
げ
、

他
見
を
ぐ
。
て
る
と
き
れ
い
に
占
く
こ
と

が
で
き
る
は
ず
。

　
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
占
く
ほ
ど
、
隅
々

に
意
識
が
行
き
届
く
の
で
、
速
書
き
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

１　左斜め30度くらいの位置

から穂先を入れ、やや右上がり

に書く。転折の鶴に筆を軽く上

げ〔写真〕、穂を立てるように

する。穂先で少し書き進む。

２穂を寝かせて、角を書く。

３　少し筆を持ち上げてバネを

作りながら、縦�に穆る。匍は

紙から離れないが、２以降は新

たに縦面を書く宜朧で行おう。

杓



・コー】ヽ゛･……

｢筆は止めない、

はねない､払わない｣

縦画からはね
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１　縦画の終わりは、筆を宜てて穂先が紙についた状態に

する。

２穂先を返す(縦画を書いたときに紙に触れていなかった

側を紙に当てるつもりで1行う)。

３左斜め上へとゆっくり書き出す。

４書き終わりに、穂先が豊後まで紙に残るところまで丁

寧に書く。

右上がりの横面から左払いへ

7y71jl
- -

穂先を返さずにはねる

はねは、穂先を返さずに書く方法もある。

どちらでも行えるように練習しよう。

777
- -

握圖の終わりまで･審いたら、墨徨に穂先が左上から廸liる

ようにして、そのまま簸を吉上へと押し出す。

㎜　||

左斜め上70度くらい

のイメージで穂先から

入り、最初の横圃より

も右肩_Eがりになるよ

うに審く。筆を軽く持

ち｝げ転折し、左払い

に備える。

｀●

「
永
」
を
書
く
②
総
画
、

は
ね
、
右
上
が
り
の
横
雨

　
ポ
イ
ン
ト
は
、
は
ね
を
し
っ
か
り
と

書
き
き
る
こ
と
。
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
ど

お
り
に
勢
い
よ
く
は
ね
て
し
ま
う
の
で

は
、
‐
ド
分
に
争
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
も
の
で
す
。
横
両
、
縦
團
（
3
3
、

3
4
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
お
い
て
も
、
止
め

は
そ
の
ま
ま
ビ
タ
ッ
と
Ｉ
Ｌ
ま
る
こ
と
な

く
、
最
後
ま
で
丁
寧
に
書
く
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
考
え
方
は
、
は
ね
や
払
い

（
3
7
ペ
ー
ジ
）
も
同
様
で
す
。

　
一
ご
Ｉ
‥
票
の
イ
メ
し
ジ
ど
お
り
に
筆
を
使

わ
な
い
こ
の
状
況
を
、
柿
沼
さ
ん
は

、
占
の
矛
盾
・
と
。
日
い
ま
す
。
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・コート………

｢右利きの

弱点は左払い｣

左払い

q;1
に･

711″･φｉ
気._

-
１　書き出しは筆を立て気味

にする。

２徐々に筆管を左下側（払

いの方向）に傾けて書く。穂

売がゆっくりと紙から難れる

ように筆を引き上げる。

rﾆﾆ･7

711

―
Ｉ

別の視点から見てみよう

４
一I･心i.一

右払い

穂先から入り、

¥ﾆｰ･･

r-‾JIIIII●左払い

筆管の傾きがより

わかる。筆管を傾

けて「永」の左払

いを書くと、書き

手本人には線が見

えにくい。何度も

こしみ

前面の左払いほ

ど筆管を傾ける

必要はない。書

いたらそのまま

右払いに移って

もいいし、一度

紙から離しても

いい。

「
永
」
を
書
く
③
左
払

Ｉ
Ｎ

Ｉ

左
払
い
、
右
払
い

　
左
払
い
の
苫
手
な
人
は
、
右
払
い
の

よ
う
な
太
い
線
を
書
い
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
美
し
い
左
払
い
を
書
く
コ
ツ
は
、

竿
竹
を
傾
け
て
竿
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
。
慣
れ
な
い
人
は
、
自
分
の
１

酋
の
動
き
を
意
識
し
な
が
ら
行
う
と
喬

き
や
す
い
で
し
ょ
う
。


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5

